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脇
本
山
田
楽

伝
承
活
動

30周年

く
か
ら
阿
久
根
で
は
脇
本
の
古
里

区
と
瀬
之
浦
下
・
上
区
に
の
み
今

も
伝
承
さ
れ
続
け
て
い
る
「
山
田
楽
」。

か
つ
て
、
旧
暦
７
月
28

日
に
開
催
さ

れ
て
い
た
脇
本
地
区
の
夏
祭
り
で
盛
ん

に
奉
納
さ
れ
、
代
々
伝
承
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
次
第

古

に
衰
退
し
て
き
ま
し

た
。こ

う
し
た
中
、「
山

田
楽
」
を
後
世
に
伝

え
、
保
存
し
た
い
と

い
う
校
区
民
の
強
い

願
い
が
一
つ
と
な

り
、
昭
和
59

年
度
か

ら
脇
本
小
学
校
５
年

生
が
伝
承
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

指
導
者
の
熱
意
と

校
区
民
の
絶
大
な
協

▲弟子が使っている鐃
めはち

鈑の道具を見な
がら、声かけ指導する松﨑勝雄さん
（左）。昭和59年度当初から師匠を務め
る。当初は５人いた師匠も、現在は山
田勝さんとの２人だけ。「保護者をは
じめ、先生方や地域の皆さんの協力が
あってこそ伝承は成り立っている。ど
れか一つが欠けても伝承はできない」
と松﨑さんは話す。

▲脇本小学校の山田楽伝承30周年を記念し、
桐野下区の早馬神社、瀬之浦下区の伊勢神社、
古里区の宮﨑神社で奉納が行われました。
観覧者の中には「懐かしい」と涙ぐむ方も。

力
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
本
年
度
で
伝

承
活
動
30

周
年
を
迎
え
、
２
月
１
日
、

そ
の
記
念
式
典
が
脇
本
地
区
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

脇
本
の
夏
祭
り
で
最
初
に
披
露
さ
れ

る
踊
り
は
、決
ま
っ
て
山
田
楽
で
し
た
。

私
は
小
さ
な
頃
か
ら
山
田
楽
が
好
き

で
、
自
宅
近
く
に
踊
り
衆
が
回
っ
て
く

る
の
を
ず
っ
と
待
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
青
年
団
を
し
て
い
る
と
き

に
、
地
元
の
方
か
ら
山
田
楽
を
伝
承
し

て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
集
落
を

越
え
て
み
ん
な
で
踊
る
こ
と
が
で
き
る

と
、
団
員
同
士
で
喜
ん
だ
こ
と
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。

昭
和
59

年
、
脇
本
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

に
な
っ
た
と
き
に
、
学
校
で
継
承
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
問

題
と
な
っ
た
の
が
衣
装
の
調
達
で
し

た
。
も
と
も
と
大
人
が
踊
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
の
衣
装
は

あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
鐘
や
太
鼓
な

ど
の
楽
器
も
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
当
時
教
頭
の
郡
山
先
生
と

工
面
に
走
り
回
り
ま
し
た
。
寄
付
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
衣
装
を
作
る
た
め
、

校
区
民
か
ら
は
大
事
な
五
月
の
ぼ
り
の

名
旗
、
黒
之
浜
の
漁
師
か
ら
は
大
漁
旗

を
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

有
り
難
か
っ
た
の
が
、
大
量
の
衣
装

を
無
償
で
縫
っ
て
く
れ
た
古
里
区
の
前

田
一
代
さ
ん
や
𠮷
冨
ミ
キ
さ
ん
、
園
田

福
さ
ん
、
尾
上
君
子
さ
ん
ら
で
す
。
ど

ん
な
に
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

初
代
は
希
望
者
だ
け
で
踊
っ
て
い
ま

し
た
が
、「
翌
年
か
ら
は
全
員
踊
ら
せ
て

ほ
し
い
」
と
保
護
者
か
ら
頼
ま
れ
た
と

き
は
、本
当
に
嬉
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

最
近
、
今
後
の
後
継
者
に
つ
い
て
聞

か
れ
ま
す
が
、
私
は
大
丈
夫
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
踊
れ
る
大

人
や
子
ど
も
の
弟
子
が
い
る
の
だ
か
ら
。

｢

山
田
楽
を
絶
対
に

廃
れ
さ
せ
て
は

駄
目
だ
と
必
死
だ
っ
た｣

昭
和
59

年
度
当
初
か
ら
師
匠
を
務
め
る

松
﨑
勝
雄
さ
ん（
70

）
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▲小太鼓
はんてん、白半ズボン、
手ぬぐい、水色の手甲脚
絆、わらじ、背子今月の題字

阿久根は、食べ物がおいし

くて自然豊か。阿久根駅が生

まれ変わるのも楽しみです。

高校生になったら、将来の

目標実現のために充実した高

校生活を送りたいです。

ひと言

中な
か

川が
わ

　
　
歩

あ
ゆ
み

さ
ん

阿
久
根
中
３
年

「山田楽」の扮装
t鐃

め は ち

鈑
黒がすり、白半ズボン、
紅白たすき、黒の手甲脚
絆、紫の頭巾、わらじ

▲すり鐘
かね

黒の長がすり、
飾り笠、ぞうり、
印籠
※「すり鐘」を担当
しているなかで、
中心になって鐘を
叩く人を「おやが
ね」といいます。

▼大太鼓
白地のゆかた、白半ズボ
ン、たすき、飾り笠、
黒の手甲脚絆、わらじ

「山田楽」の芸態
「祈願」…戦勝を神社にて祈願する様子

「出陣」…戦いに出ていく様子
※戦いに出る合図を表した様子

「打ち出し」…戦いの始まりの合図

「みなまき」…戦いの準備を整える
※敵を取り囲む様子

「くずし」…戦いの様子を表現する

「あげがね」…勝利を味方に知らせる

「横跳び」…勝利の喜びを表す

「山跳び」または「山道」

…戦いに勝って堂々と帰る様子を表す
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和
59

年
当
時
、
教
育
課
程
の
中
に

郷
土
教
育
を
取
り
入
れ
る
と
い
う

県
の
教
育
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
折
、
脇
本
小
学
校
の
出

身
で
、
日
置
市
（
旧
東
市
来
町
）
で
魚

粉
工
場
を
経
営
さ
れ
て
い
た
新
村
時
義

さ
ん
が
、
市
に
一
千
万
円
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

て
お
ら
れ
た
松
﨑
勝
雄
さ
ん
ら
が
中
心

と
な
っ
て
、「
先
輩
の
母
校
愛
に
応
え

よ
う
」
と
保
存
会
を
結
成
し
、
脇
本
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

何
年
生
に
伝
承
さ
せ
る
か
と
い
う
話

に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
６
年
生
に
伝
承
さ

昭

せ
た
い
と
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ご
自
分
も
６

年
生
の
息
子
が
い
て
、
さ
せ
た
か
っ
た

は
ず
の
松
﨑
さ
ん
は
、「
先
輩
が
後
輩
に

教
え
、
伝
え
て
い
く
と
い
う
伝
統
を
築

く
た
め
、５
年
生
に
伝
承
す
る
べ
き
だ
」

と
断
固
と
し
て
説
得
。
結
果
、
５
年
生

に
伝
承
す
る
こ
と
に
な
り
、
初
年
度
は

47

名
の
希
望
者
で
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
と
松
﨑
さ
ん
は
、
指
導

者
の
依
頼
や
衣
装
、
鐘
や
太
鼓
な
ど
の

調
達
の
た
め
、
夜
は
毎
日
の
よ
う
に

色
々
な
所
に
お
願
い
に
行
脚
し
た
こ
と

を
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
出
水
市
で
毎
年
秋
に
開

催
し
て
い
る
旧
薩
摩
藩
の
出
水
市
麓
地

区
な
ど
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
た
地
頭
・

山
田
昌
巌
翁
の
遺
徳
を
し
の
ん
で
行
わ

れ
る
「
出
水
麓
祭
り
」
の
実
行
委
員
を

務
め
て
い
ま
す
。

実
は
、
平
成
12

年
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
祭
り
の
最
初
の
演
目
で
、
い
つ
も
脇

本
小
学
校
の
皆
さ
ん
に
は
「
山
田
楽
」

を
披
露
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

教
職
員
を
退
職
し
た
今
で
も
、
縁
の

多
い
脇
本
小
学
校
山
田
楽
の
伝
承
活
動

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
山

田
楽
が
引
き
続
き
伝
承
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

｢

脇
本
地
域
が
一
体
と
な
り

郷
土
教
育
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
が

大
き
な
喜
び
で
し
た｣

表
紙
の
う
た
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た

元
脇
本
小
学
校
教
頭
（
昭
和
57

年
度
〜
60

年
度
）

郡
山
　
亨
さ
ん（
82

）

脇
本
山
田
楽

伝
承
活
動

30周年

s
昭
和
59

年
度
第
一
期
生
と
保
存
会
の
皆
さ
ん
。

写
真
提
供
：
肥
後
陽
子
さ
ん

▲昨年11月４日の出水麓祭りで披露された

脇本小学校５・６年生による山田楽。

4Akune



5 Akune

｢

小
学
２
年
生
の
息
子
に

自
分
の
山
田
楽
を

見
せ
ら
れ
た
こ
と
が

う
れ
し
か
っ
た
で
す｣

昭
和
59

年
度
第
一
期
生
「
す
り
鐘
」
を
経
験

肥
後
陽
子
さ
ん（
40

）

脇
本
山
田
楽

伝
承
活
動

30周年

が
小
学
５
年
生
の
と
き
、
父
親
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
し
て
い
て
、
当

然
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

状
況
の
中
で
の
参
加
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
全
く
見

当
も
つ
か
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
自
分
た
ち
を
指
導

す
る
師
匠
の
方
や
先
生
た
ち
も
、
山
田

楽
の
三
拍
子
で
も
四
拍
子
で
も
な
い
独

特
で
聞
き
慣
れ
な
い
リ
ズ
ム
を
ど
う

や
っ
て
教
え
よ
う
か
と
、
悪
戦
苦
闘
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。
長
い
用
紙
に
○

印
が
書
か
れ
た
リ
ズ
ム
譜
を
黒
板
に
貼

り
付
け
、「
タ
ン
、
タ
タ
タ
ン
、
タ
ン
…
」

と
い
う
よ
う
に
何
度
も
口
ず
さ
み
な
が

ら
よ
く
練
習
し
た
も
の
で
す
。

私

当
時
、「
お
や
が
ね
」を
担
当
し
て
い
た

の
は
、
皆
を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
的
な

存
在
で
あ
っ
た
旧
姓
、
堂
後
桐
子
さ
ん

で
し
た
。
師
匠
の
松
﨑
さ
ん
か
ら
は
、

「
堂
後
さ
ん
が
病
気
で
出
ら
れ
な
い
時

は
、
お
前
が
や
る
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ

て
い
た
の
で
、
一
回
く
ら
い
は
で
き
る

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
そ
の
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
一
期
生
で
、
今
回
の
30

周
年
記
念

の
奉
納
踊
り
に
参
加
し
た
の
は
、
自
分

だ
け
だ
っ
た
の
が
ち
ょ
っ
と
寂
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
小
学
２
年
生
の
息
子 

か
ら
「
お
母
さ
ん
山
田
楽
で
き
る
の
？

で
き
る
の
だ
っ
た
ら
見
て
み
た
い
」
と

言
わ
れ
、
こ
ん
な
機
会
は
二
度
と
な
い

と
思
い
、
喜
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。

本
番
ま
で
の
間
、
自
宅
で
は
息
子
に

「
こ
ら
さ
い
」
と
い
う
山
田
楽
の
か
け

声
を
担
当
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
何
度
も

一
緒
に
練
習
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
息

子
は
す
っ
か
り
山
田
楽
が
好
き
に
な
っ

た
ら
し
く
、
私
と
同
じ
「
す
り
鐘
」
を

し
て
み
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

で
き
れ
ば
私
が
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
「
お
や
が
ね
」
を
し
た
い
と
も
。

自
分
自
身
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
私
た
ち
親
子
に
と
っ
て
も
、
今

回
の
経
験
は
本
当
に
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

▲写真提供：肥後陽子さん

t昭和59年度第

一期生の「すり

鐘」メンバーで

撮影。肥後陽子

さんは右端。「お

やがね」を担当

していた旧姓、

堂後桐子さんは

左から３番目。

s２月１日に行
われた脇本小学
校山田楽30周年
記念式典に参加
された皆さん。
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ど
も
た
ち
は
、「
５
年
生
に
な
る

と
山
田
楽
が
踊
れ
る
」
と
楽
し
み

に
し
て
お
り
、
夏
休
み
か
ら
始
ま
る
練

習
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
て
い
る
山
田

楽
の
伝
承
活
動
や
演
舞
の
機
会
は
、
地

域
の
方
々
と
交
流
を
深
め
、
ふ
る
さ
と

脇
本
に
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
肌
で
感
じ
、
地
域
の
方
々
に
感

謝
す
る
心
や
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
が

育
つ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
、
ご
指
導
く
だ
さ
る
師
匠

を
は
じ
め
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

連
携
を
深
め
つ
つ
、
さ
ら
に
山
田
楽
を

発
展
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

子

脇
本
山
田
楽

伝
承
活
動

30周年
｢

子
ど
も
た
ち
は

５
年
生
で
山
田
楽
が
踊
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
よ
う
で
す｣

脇
本
小
学
校
校
長

飛
松
健
志
さ
ん（
56

）

初
は
気
持
ち
が
全
然
つ
い
て
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
師
匠
の
松
﨑

さ
ん
や
山
田
さ
ん
が
私
の
た
め
に
と
、

熱
心
に
細
か
い
所
ま
で
指
導
し
て
く
れ

ま
し
た
。そ
ん
な
姿
に「
自
分
も
が
ん
ば

ら
な
き
ゃ
」
と
い
う
思
い
が
湧
い
て
き

て
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
30

期
生
と
し
て
一
生

懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

最

｢

山
田
楽
三
十
期
生
と
し
て

こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い｣

平
成
25

年
度
第
三
十
期
生
「
お
や
が
ね
」
担
当

前
田
希
乃
華
さ
ん（
11

）

▲昨年の８月20日は、６年生
が５年生を指導する最後の日
でした。先輩と後輩とが互い
に握手を交わし、伝統の継承
が行われました。

脇
本
山
田
楽

伝
承
活
動

30周年
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『山
田
楽
』
を

奉
納
し
た
有
志

7 Akune
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表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月
12

日
、
大
勢
の
消
防
関
係
者
が
出
席

す
る
中
、
市
民
会
館
前
広
場
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
三
笠
分
団
に
よ
る
き
び
き

び
と
し
た
規
律
訓
練
や
阿
久
根
第
一
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
消
火
訓
練
、
お

り
た
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
竹
太
鼓
演

奏
、
消
防
団
員
に
よ
る
消
防
操
法
訓
練

の
ほ
か
、
功
労
者
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
阿
久
根
漁
港
新
港
ま
で
市

中
行
進
を
行
い
、
市
内
全
消
防
分
団
が

一
斉
放
水
し
て
、
新
春
の
空
に
ア
ー
チ

を
描
い
て
い
ま
し
た
。

新◇
市
長
表
彰 

○
企
業
感
謝
状

大
川
建
設
株
式
会
社

○
優
秀
分
団
表
彰

大
川
分
団

鶴
川
内
分
団

○
優
良
分
団
表
彰

赤
瀬
川
分
団

○
永
年
勤
続
幹
部
退
団
感
謝
状

本
　
七
男
（
鶴
川
内
分
団
田
代
班
）

◇
団
長
表
彰 

○
優
秀
班
表
彰

鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班

大
川
分
団
尻
無
班

三
笠
分
団
黒
之
浜
班

○
優
良
班
表
彰

大
川
分
団
大
川
第
一
・
第
二
班

山
下
分
団
尾
崎
班

◇
消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
） 

○
消
防
団
員
退
職
者
第
１
号
報
償
伝
達

（
勤
続
25

年
以
上
）

故
　
松
永
新
市
（
団
本
部
）

本
　
七
男
（
鶴
川
内
分
団
田
代
班
）

○
消
防
団
員
退
職
者
第
２
号
報
償
伝
達

（
勤
続
15

年
〜
25

年
未
満
）

大
下
本
成
二
（
折
多
分
団
多
田
班
）

佐
潟
　
輝
久
（
西
目
分
団
佐
潟
班
）

堂
後
健
二
郎
（
三
笠
分
団
桐
野
班
）

◇
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
伝
達
） 

○
功
績
章
（
勤
続
20

年
）

園
田
　
豊
（
中
央
分
団
車
両
第
一
班
）

猿
楽
　
浩
士
（
中
央
分
団
積
載
班
）

新
町
　
博
行
（
中
央
分
団
積
載
班
）

中
尾
　
隆
樹
（
鶴
川
内
分
団
鶴
川
内
班
）

栗
林
　
鉄
矢
（
鶴
川
内
分
団
鶴
川
内
班
）

中
面
　
真
幸
（
折
多
分
団
多
田
班
）

○
精
績
章
（
勤
続
15

年
）

落
　
健
一
（
大
川
分
団
牛
之
浜
班
）

松
永
　
智
志
（
山
下
分
団
山
下
班
）

堂
後
健
二
郎
（
三
笠
分
団
桐
野
班
）

栗
野
　
昌
浩
（
鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班
）

◇
県
知
事
表
彰
（
10

年
勤
続
章
） 

古
田
　
貴
光
（
西
目
分
団
西
目
班
）

松
﨑
　
勝
利
（
三
笠
分
団
三
笠
第
一
班
）

濵
之
上
貴
友
（
三
笠
分
団
三
笠
第
二
班
）

新
春
の
空
に
火
災
や
災
害
の
な
い
一
年
を
願
う

平
成
26
年
消
防
出
初
式
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笹
原
　
史
貴
（
三
笠
分
団
桐
野
班
）

松
﨑
　
広
美
（
三
笠
分
団
瀬
之
浦
班
）

加
田
野
　
巧
（
三
笠
分
団
黒
之
浜
班
）

福
浦
　
涼
太
（
三
笠
分
団
黒
之
浜
班
）

外
戸
口
幸
敏
（
三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班
）

洲
﨑
　
伸
治
（
中
央
分
団
車
両
第
二
班
）

船
蔵
　
真
一
（
中
央
分
団
積
載
班
）

廣
瀬
　
孝
行
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

宮
﨑
　
幸
男
（
鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班
）

米
次
　
純
（
鶴
川
内
分
団
田
代
班
）

末
吉
　
正
宗
（
赤
瀬
川
分
団
）

村
野
　
博
文
（
赤
瀬
川
分
団
）

中
村
　
健
治
（
山
下
分
団
山
下
班
）

餅
越
　
和
幸
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

永
井
野
　
猛
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

猿
樂
　
龍
一
（
西
目
分
団
佐
潟
班
）

◇
消
防
協
会
出
水
支
部
長
表
彰 

○
永
年
勤
続
章
（
勤
続
15

年
）

川
畑
　
行
雄
（
団
本
部
）

石
原
　
英
明
（
三
笠
分
団
三
笠
第
一
班
）

新
穂
　
和
樹
（
三
笠
分
団
瀬
之
浦
班
）

花
田
　
博
（
大
川
分
団
大
川
第
一
班
）

牛
ノ
濵
広
久
（
大
川
分
団
牛
之
浜
班
）

米
次
　
聖
吾
（
鶴
川
内
分
団
田
代
班
）

田
代
　
信
郎
（
鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班
）

田
中
　
丈
二
（
折
多
分
団
多
田
班
）

野
中
　
義
昭
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

若
松
　
義
徳
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

○
優
良
団
員

津
田
　
優
隆
（
折
多
分
団
折
口
班
）

鍋
藤
　
雄
太
（
中
央
分
団
車
両
第
一
班
）

香
取
　
明
宏
（
三
笠
分
団
桐
野
班
）

園
川
　
憲
志
（
三
笠
分
団
瀬
之
浦
班
）

松
﨑
　
一
博
（
三
笠
分
団
瀬
之
浦
班
）

小
柳
　
康
広
（
三
笠
分
団
古
里
班
）

竹
原
　
宗
也
（
三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班
）

和
田
　
宏
之
（
三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班
）

花
木
　
主
計
（
大
川
分
団
大
川
第
二
班
）

栗
林
　
靖
浩
（
鶴
川
内
分
団
鶴
川
内
班
）

佐
潟
　
隆
司
（
赤
瀬
川
分
団
）

出
口
　
隆
盛
（
赤
瀬
川
分
団
）

塩
鶴
　
辰
也
（
山
下
分
団
山
下
班
）

川
﨑
　
徹
志
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

濵
﨑
　
聡
（
西
目
分
団
佐
潟
班
）

○
団
長
表
彰
　
勤
続
章
（
勤
続
10

年
）

小
柳
　
康
広
（
三
笠
分
団
古
里
班
）

鍋
藤
　
雄
太
（
中
央
分
団
車
両
第
一
班
）

香
取
　
明
宏
（
三
笠
分
団
桐
野
班
）

園
川
　
憲
志
（
三
笠
分
団
瀬
之
浦
班
）

松
﨑
　
一
博
（
三
笠
分
団
瀬
之
浦
班
）

竹
原
　
宗
也
（
三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班
）

和
田
　
宏
之
（
三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班
）

花
木
　
主
計
（
大
川
分
団
大
川
第
二
班
）

栗
林
　
靖
浩
（
鶴
川
内
分
団
鶴
川
内
班
）

佐
潟
　
隆
司
（
赤
瀬
川
分
団
）

出
口
　
隆
盛
（
赤
瀬
川
分
団
）

津
田
　
優
隆
（
折
多
分
団
折
口
班
）

塩
鶴
　
辰
也
（
山
下
分
団
山
下
班
）

川
﨑
　
徹
志
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

濵
﨑
　
聡
（
西
目
分
団
佐
潟
班
）

１　企業感謝状が贈られ
た大川建設株式会社。

２　竹太鼓演奏を行うお
りた保育園の園児。

３　少年消防クラブによ
る消火訓練の披露。

４　式典後、市中行進を
行う消防分団。

５　初めて市の出初式に
参加した阿久根市女
性消防団員まもり隊。

６　各種消防車両。
７　阿久根消防署による
中高層救出訓練。

１

２３

４７

６

５

平成26年消防出初式
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まちの話題　みんなのアルバム

イベント 第13回　コールドウォーターサーフ
クラシック ～James Memorial vol.2～

脇本海岸で96名のサーファーが

鮮やかなターン＆リップアクション

本海岸で１月26日、第13回コールドウォー
ターサーフクラシックが開催され、市内外

から96名のサーファーが参加。選手たちは、12

分の持ち時間（決勝は15分）の間に高波をとら
え、ターンやリップアクションを連発。観客か
らは歓声が上がっていました。
また、大会終了後には、参加者全員による海
岸清掃やお楽しみ抽選会も行われていました。

脇

ビギナー、オープン、

スペシャル、おやじ

（45歳以上）、ショート

ウィメン、ロングボー

ドメン・ウィメン、ボ

ディボードの８種目で

開催。

大会運営資金の一部は、東日

本大震災の被災地へ“義援金”

として送られるそうです。

平成４年当時の児童が作っ

た特大絵札を現在も使用。

崎小学校の伝統行事である、阿久根市の名
所や特産品を題材にした郷土カルタ大会が

１月22日、同校で行われました。平成４年度か
ら始まり、今年で21回目。
子どもたちは、読み手が字札を読み終えるの
と同時に、体育館いっぱいに広げられた大きな
絵札めがけて一直線。取った絵札のうたを元気
よく読み上げると、保護者からは大きな拍手が
わき起こっていました。

年の県予選で準優勝し、県代

表として１月19日に鹿児島市

で開催された、全国ママさんバ

レーボール九州ブロック大会（い

そじの部）に出場した阿久根のマ

マさんチーム「阿久根」が、接戦

の末、初優勝されました。

　チーム監督の三好康子さんは、

「試合中、接戦で何度か気持ちが

沈みそうになりましたが、みんな

で盛り上げて何とかがんばりまし

た。今年は強力な新メンバーも加

わります。次は全国を狙います」

と抱負を語ってくださいました。

尾

昨

ニュース

阿久根のママさんチーム
九州大会いそじの部で初優勝

結
果
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ

た
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。

伝統行事 ジャンボカルタめがけて全力疾走
尾崎小学校の郷土カルタ大会

全国ママさんバレー
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え
び
す
様
に
焼
酎
を
ふ
る
ま
い
、
豊
漁

と
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
参
加
者
。

各
家
の
玄
関
先
で
、
元
気
よ
く
ほ
め
口

上
を
述
べ
る
子
ど
も
た
ち
。

伝統行事

ニュース

伝統行事

イベント

豊漁と航海
安全を祈願する
えびす祭り

（倉津区）

小正月の伝統行事
家業繁栄を祈る
麦ほめ

（倉津区）

月10日、豊漁と航海安全を祈願する「えび

す祭り」が、市内11か所の地区で開催され

ました。

倉津区の漁民研修室で行われた「えびす祭り」

では、大勢の漁業関係者が見守る中、着物姿の

若手の漁業者が、送神歌である「よいこん節」

を交代で歌いつなぎ、今年１年の航海安全と豊

漁などを祈願しながら、えびす様に焼酎をふる

まっていました。

月14日、倉津区の小・中学校に通う子ども

たちが、家業繁栄を願って集落内の家々を

回る小正月行事「麦ほめ」が行われました。

戦前から続くこの行事は、同区が半農・半漁

で麦作りが盛んなとき、各家の麦の出来をほめ

て豊作を祈願して回ったことが始まりと伝えら

れています。子どもたちは、真っ暗になるまで

集落内を回り、ほめ口上である「金千貫千貫」

の元気な声が響き渡っていました。

月19日、鶴川内小学校周辺のコースで鶴川
内校区駅伝大会が開催され、小・中学生、

30歳代、40歳代で構成された区対抗の総勢６
チーム、70名の選手が健脚を競いました。なお、
結果は次のとおりです。　　（敬称略）
・第１位　上桑チーム ・第３位　栫Ａチーム
・第２位　下桑チーム

１ １

１

折多小児童が社会を明るく
する運動作文コンで優秀賞

市
役
所
を
訪
れ
た
池
上
登
希
雄
さ
ん

（
中
央
）、新
留
み
ど
り
校
長
先
生（
左
か

ら
３
人
目
）、保
護
司
会
阿
久
根
支
部
長

の
山
口
勝
彦
さ
ん（
左
か
ら
２
人
目
）。

月17日、折多小学校５年生の池上登希雄さ
んが、第63回“社会を明るくする運動”作

文コンテスト（全国）で、日本更生保護女性連
盟会長賞（優秀賞）を受賞されました。
池上さんの『めざそう　明るい社会』と題し
た作文は、池上さんが罪を犯した人たちにも
皆と一緒に生活していく権利があることに気付
き、皆が暮らしやすい明るい社会を目指してい
きたいという内容。受賞に際して池上さんは、
「作文にも書いたように、これからは、どんな
人にも色眼鏡のない優しい心で接したい」と
語ってくれました。

１

第37回

鶴川内校区駅伝大会

６チーム、70名熱走

今
年
の
都
道
府
県
男
子
駅
伝
で
区
間
賞

と
大
活
躍
し
た
鶴
翔
高
校
陸
上
部
の
坂

本
大
志
く
ん
も
、
小
学
生
時
代
に
出
場

し
て
い
ま
し
た
。

まちの話題　みんなのアルバム
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問い合わせ先：総務課　行政係　☎０９９６－７３－１２１０（直通）

問い合わせ先：教育総務課　総務係　☎０９９６－７３－１２５７（直通）

では、市内全域をＵＰＺ（緊急防護措

置準備区域）とする地域防災計画（原

子力災害対策編）を策定し、避難計画をと

りまとめました。

万一、原子力災害が起こった際には、状

況に応じて避難すべき地域を特定し、それ

ぞれの避難所を伊佐市、姶良市、湧水町、

長島町と県外となる熊本県芦北町、熊本県

津奈木町に開設します。

避難所となる施設等の詳細については、

市ホームページでお知らせしていますが、

今後、広報用チラシを作成し、地域ごとに

説明会を開催していきます。

民交流センターおよび市立図書館の設計に関

し、利用される方々の視点から意見をお聴き

し、よりよい施設づくりを行うための『市民ワー

クショップ』を設置しました。

１月21日の初会合では、設計者である有限会社

ナスカの古谷誠章氏から、昨年11月に行われた設

計者を選定するプロポーザルでの提案内容につい

て説明がありました。

今後は、施設に期待する機能や施設の利用方法、

工夫などについて意見をお聴きしながら、基本設

計および実施設計を取りまとめていく予定です。

なお、基本設計は平成26年７月ごろまで、実施

設計は平成27年９月ごろまでに取りまとめる予定

です。進捗状況については、随時お知らせしてい

きます。

市

市

原子力災害対策避難計画の
概要についてお知らせ

阿久根市民交流センター整備の
『市民ワークショップ』が始動

【原子力災害　広域避難計画 （概要）】

地　区
原発からの
距離区分

区　　　　　　　　名 避　難　先

大 川 20㎞圏内 全区（牛之浜、仲仁田、的場、中屋敷、川畑中、尻無） 熊本県芦北町

西 目 20㎞圏内 全区（佐潟、高之口、飛松、枦、落、大川島、馬見塚） 伊 佐 市

鶴川内

20㎞圏内 尾原、米次 熊本県芦北町

30㎞圏内
栫、羽田、桑原城上、桑原城下 伊 佐 市

横手、宮原、萇野、長谷、木佐木野、田代中、田代下 熊本県芦北町

山 下 20㎞圏内 全区（遠矢、馬場、尾崎、弓木野） 伊 佐 市

阿久根

20㎞圏内 波留、大丸、倉津、遠見ヶ岡、潟 伊 佐 市

30㎞圏内

高松、上野 湧 水 町

新町 熊本県津奈木町

町、浜 熊本県芦北町

寺山 伊 佐 市

赤瀬川 30㎞圏内 全区（中村、浦、牧内、東牧内、段、大尾） 姶 良 市

折 多 30㎞圏内

牟田、折口東 姶 良 市

永田上、永田下、大林 熊本県芦北町

内田、大下 湧 水 町

丸内、陳之尾 熊本県芦北町

脇 本 30㎞圏内

脇本馬場、脇本浜、下村、上原、深田 姶 良 市

桐野上、桐野下、大渕川、筒田、瀬之浦上、瀬之浦下、

古里、槝之浦西、槝之浦東、大谷、黒之浜、黒之上、大漉、

松ケ根、小漉、八郷

長 島 町

こ
の
た
び
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
計
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

阿
久
根
は
、
古
く
は
縄
文
時
代
か
ら
人
が

住
ん
で
い
て
、
寒
暖
差
の
少
な
い
、
住
み

や
す
い
土
地
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
地
域
に
根
付
き
、
将
来
の
世

代
に
継
承
で
き
る
よ
う
な
施
設
と
な
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て

設
計
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。

有限会社ナスカ
代表取締役　古谷誠章氏
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阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。

阿久根新鮮朝市 ｉｎ Ｓｈｏｗ-1グルメ
グランプリ　昼前には完売
１月12日、阿久根駅前通り会の「あくね華のあじめし」
と本町通り会の「阿久根タカエビ丼」が初参戦している
Ｓｈｏｗ－１グルメグランプリの地方大会が、阿久根総
合運動公園内で開催されました。
当日は、大勢の来場者でにぎわい、昼前には全品が売
り切れてしまいました。関係者は、「想像以上にお客さん
の出足が早く、楽しみに来られていた方々には、残念な
思いをさせて申し訳なかった。２月22日、23日にかごし
ま県民交流センターで開かれる本大会では、今回のこと
を教訓に万全を期して臨みたい」と本大会への意気込み
を話してくださいました。

波留公民館を
宝くじの助成金で整備
波留区公民館が、宝くじの社会貢献広報事業による助

成を受け整備されました。波留区長の垂司さんは、「これ

まで使っていた公民館は築55年経ち、かなり老朽化して

いました。区民からも建設の要望が多く、何とか早く整

備したいと思っていましたが、ようやく実現できたと喜

んでいるところです」と話してくださいました。

今後、地域活動や生涯学習の拠点施設として、地域の

皆さまからも大きな期待が寄せられています。

なお、２月23日には、区主催の公民館落成式が開催さ

れるとのことです。

Ｓｈｏｗ－１

グルメグランプリ

波留区公民館

の施設整備

完売後、急きょ追加販売された「あくね華のあ
じめし」にできた長い行列。

阿久根市サンサンミセス大会 ・

阿久根市女性大会開催
１月18日、市民会館大ホールで、市女性団体連絡会主

催の第16回阿久根市サンサンミセス大会・第25回阿久根

市女性大会が開催され、195名が参加しました。

女性団体代表として、市食生活改善推進員協議会と阿

久根生き生きエコクラブによる活動発表や阿久根警察署

劇団ＡＬＰによるオレオレ詐欺防止の寸劇、阿久根幼稚

園園児によるマーチング演奏が披露されました。

また、鹿児島国際大学准教授ジェフリー・Ｓ・アイリッ

シュ先生の『幸せに生きる』と題した講演も行われ、旧

川辺町土喰集落の暮らしなどで感じた「結い心」や「幸

せな暮らし」についてのユーモアたっぷりなお話に、参

加者は熱心に聴き入っていたようです。

サンサンミセス

・ 女性大会

活動発表を行う「阿久根生き生きエコクラブ」
の出口志美子さん（右）と前平悦子さん（左）。
発表の結びで前平悦子さんは、「エコクラブ活
動は、私の生きがいです」と話していました。

宝くじ助成金で整備された波留区公民館
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Ｑ３ Ｑ４
日常生活の中での感染は

ほとんどありません。

県内の各保健所（産婦人科な

どの医療機関）です。

母子感染のほとんどが母乳による感染です

が、発病する人はほんの一部です。

経母乳感染を防止するには、人工栄養とす

る方法と、３か月以内の短期間の授乳とす

る方法があります。

県内の各保健所（産婦人科などの医療機関）

で抗体検査や相談を受けることができま

す。詳しくは県ホームページにも掲載して

います。

日常生活で

感染することが

ありますか？

どこに

相談すれば

良いですか？

Ｑ２
主
おも

にウイルスを持った

母から子への

“母子感染”です。

ＨＴＬＶ－１の感染経路は、主にウイルス

を持った母から子への母子感染であり、こ

の他には輸血による感染、性行為による男

性から女性への感染があります。

どのようにして
感染しますか？Ｑ１

ウイルスが体の中に

入っても、発病する人は

ほんの一部です。

ＡＴＬの場合、感染からおおむね40年以

上（平均55年）を過ぎた方から年間1,000
人に１人の割合で発症していると言われ

ています。

感染すると

必ず

病気になりますか？

○ＨＴＬＶ－１に
関する問い合わせ先

・出水保健所
☎０９９６－６２－１６３６

・健康増進課　保健予防係
☎０９９６－７３－１２２８（直通）
☎０９９６－７３－１２１１（代表）

内線１４５８

HTLV-1（ヒトTリンパ好性ウイルス１
型）とは、ヒトに感染するウイルスの一
種で、鹿児島県を含む九州地方にウイル
スの感染者が多いと言われています。
ATL（ 成 人T細 胞 白 血 病 ） やHAM

（HTLV-1関連脊髄症）などの病気の原
因となる病原性のあるウイルスです。

HTLV-1
ヒトＴリンパ好性ウイルス１型

ご
存
知

で
す
か
？
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健

コ

康

ー ナ ー

『知って得する
糖尿病講演会』

各種健康診査の
希望調査票を配布しました

の総合健診を受診した方のうち、空腹時血糖

が高めの方が３割、血糖値の２～３ヶ月の平

均値の指標とされるＨｂＡ１ｃが高めの方が、約

７割もいらっしゃいました。あなたも糖尿病の危

険性があるかもしれません。

そこで、「糖尿病」についてのわかりやすい講

座を次のとおり開催します。この機会にぜひ皆さ

まも参加してみませんか。

◇日　　時　平成26年３月８日㈯

午後２時～午後３時

※受付開始　午後１時30分～

◇会　　場　阿久根市保健センター

◇講　　師　大川診療所　医師　黒田　篤　先生

（市比野記念病院　院長）

◇申込締切　平成26年３月５日㈬まで

※当日の受付もできます。

市

15 Akune

『
糖
尿
病
』
の
こ
と

ま
ず
は
知
ら
な
き
ゃ
だ
よ
ね

在、平成26年度に市で実施する各種健康診査

の希望調査票を配布しています。その希望調

査の結果をもとに各種健診の問診表を個別に送付

いたしますので、ご協力をお願いします。

◇対 象 者　女性20歳以上、男性40歳以上の方

※平成27年３月31日現在

◇内　　容　希望調査票には、現在の申込状況が

記入されていますので、変更がある

場合のみ訂正し、提出してください。

なお、現在の申込状況が「未回答」

となっている方も、健診を「希望す

る」「希望しない」のいずれかを記

入し、提出してください。

◇提出期限　平成26年３月７日㈮

◇提 出 先　各区長さんに提出してください。

または、健康増進課保健予防係（市

役所１階南側14番窓口）、三笠支所、

大川出張所、電話・ＦＡＸでも受け

付けています。

現

糖尿病講演会、希望調査に関する

申込・ 問い合わせ先

健康増進課　保健予防係

市役所１階南側14番窓口

☎０９９６－７３－１２２８（直通）

☎０９９６－７３－１２１１（代表）

内線１４５８

℻０９９６－７３－０２９７

た
だ
い
ま

健
診
希
望
を
協
議
中
。
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　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

西
の
高
突
山
（
６
０
０
ｍ
）

登
山
会
（
第
10
回
）

◇
日
時
　
３
月
16
日
㈰

・
市
役
所
駐
車
場
　
午
前
８
時
集
合

・
本
之
牟
礼
分
校
跡
地
（
登
山
口
）

午
前
８
時
30
分
集
合

◇
コ
ー
ス
　
本
之
牟
礼
分
校
跡
地
か
ら
西
の

高
突
山
ま
で
の
往
復

◇
参
加
料
　
一
日
保
険
代
な
ど
と
し
て

100
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
な
ど
が
必
ず
同
伴

◇
持
参
す
る
も
の
　
雨
具
、
昼
食

◇
申
込
締
切
　
３
月
９
日
㈰
（
先
着
30
名
）

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
久
根
市
山
好
会

花
木
　
☎
０
９
０（
３
１
９
７
）５
５
８
４

谷
口
　
℻
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
５
８

ふ
わ
り
幸
せ
専
門
家
コ
ー
チ
の
深
見
和
代

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
笑
う
の
に
理
由
は

い
ら
な
い
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

◇
日
時
　
３
月
13
日
㈭
　
午
後
１
時
受
付

◇
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
８
（
直
通
）

劇
団
『
風
の
子
九
州
』
に
よ
る
演
劇
会
「
い

ま
か
ら
い
え
で
に
い
っ
て
き
ま
す
」
を
開
催

し
ま
す
。
対
象
年
齢
は
幼
児
か
ら
小
学
生
低

学
年
向
き
。
な
お
、
鑑
賞
は
無
料
で
す
。

◇
日
時
　
３
月
15
日
　
午
前
10
時
45
分
開
場

午
前
11
時
開
演

◇
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
問
い
合
わ
せ
先
　

生
涯
学
習
課（
市
民
会
館
）

小型船舶免許　更新･失効講習
開催日：３月16日㊐
① 09:30～ 阿久根市民会館
② 14:30～ 川内文化ホール

TEL（099）281-7753TEL（099）281-7753
入枝海事事務所入枝海事事務所

◎操縦免許証 ◎認印 △変更有りは住民票
更新:¥9,000 失効:¥15,000 写真は当日撮影

店
内
に
展
示（
実
演
）

　
　
　
　し
て
お
り
ま
す

煙
突

燃料（鋸くず）

マ
キ
、
煉

炭
の
焚
口

のこく
ず君

　　
０円のこく
ず君

　　
０円

笑

い

う
の
に
理
由
は
い
ら
な
い
」

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

ま
か
ら
い
え
で
に
い
っ
て
き
ま
す
」

児
童
演
劇
劇
団『
風
の
子
九
州
』公
演

「

「

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」「
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
連
絡
先
（
電
話
番
号
）」

な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
３
月
27
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室（
１
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
等

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
も
必

要
で
す
。

◇
予
約
受
付
　
３
月
４
日
〜
３
月
14
日（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先
　

市
民
環
境
課
　

住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８
（
直
通
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
の

診
療
予
約
方
法
が
変
わ
り
ま
す

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
県
こ
ど
も
総
合
療

育
セ
ン
タ
ー
の
診
療
を
予
約
す
る
に
は
、
支

援
を
行
っ
て
い
る
市
役
所
な
ど
が
作
成
す
る

紹
介
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
子
さ
ま
の
発
達
が
気
に
な
っ

た
場
合
は
、
ま
ず
、
市
役
所
や
お
子
さ
ま
が

入
所
し
て
い
る
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
に
相

談
し
、
早
期
に
身
近
な
地
域
に
あ
る
療
育
関

係
機
関
の
支
援
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
診
療
予
約
以
外
の
電
話
で
の
ご
相

談
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
セ
ン
タ
ー
で
も
直
接

受
け
付
け
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー（
相
談
専
用
）

☎
０
９
９
（
２
６
５
）
２
４
０
０

℻
０
９
９
（
２
６
５
）
０
０
０
６

・
県
障
害
福
祉
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
４
４

℻
０
９
９
（
２
８
６
）
５
５
５
８

・
健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
８
（
直
通
）

平
成
26
年
度
「
統
計
の
日
」

標
語（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）の
募
集

総
務
省
で
は
、「
統
計
の
日
（
10
月
18
日
）」

の
標
語
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
応
募
資
格
・
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
統
計
調
査
係
　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
５
（
直
通
）
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　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

農田

消

鹿

業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

・
畑
へ
家
屋
な
ど
を
建
築
す
る
場

合
、
必
ず
転
用
許
可
が
必
要
で
す

費
税
法
改
正
な
ど
の

お
知
ら
せ

児
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

平
成
26
年
度
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
登
録
漏
れ
な
ど

の
確
認
が
必
要
な
方
は
、
縦
覧
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間
　
２
月
23
日
〜
３
月
９
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
縦
覧
場
所
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
６
７
（
直
通
）

家
や
倉
庫
の
建
築
、
駐
車
場
、
太
陽
光
発

電
施
設
等
を
造
る
際
に
は
、
た
と
え
耕
作
し

て
い
な
く
と
も
、
登
記
簿
上
、
そ
の
土
地
の

消
費
税
の
税
率
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
８
％
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
26

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
し
ま
す
。

使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
の
対
象
業
種

に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
産
業
別
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
鹿
児
島
労
働
局

最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
８
８
１

まちのイベント紹介
３月９日(日)
女子　午前10時～
男子　午前11時40分～

３月２日(日)
午前９時30分～

阿久根市
陸上競技場

阿久根市民会館
大ホール

阿久根市長旗
九州選抜高等学校
駅伝競走大会

阿久根市文化協会
第28回
チャリティショー

問い合わせ先

問い合わせ先

阿久根市体育協会
☎0996-73-4649

生涯学習課（市民会館）
☎0996-72-1051

男子第24回・女子第21回阿久根市長旗九州選抜高校
駅伝競走大会が開催されます。

九州各県から選抜された強豪校が、早春の阿久根路で
競います。

阿久根市文化協会主催の第28回チャリティショーが開
催されます。ステージでは、協会の会員による太鼓の演
奏や踊り、民謡など日ごろの活動の成果が披露されます。

地
目
が
田
・
畑
で
あ
れ
ば
、
必
ず
農
地
転
用

許
可
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
農
地
を
宅
地
や
山
林
な
ど
に
す

る
こ
と
で
、
隣
接
の
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
が
定
め
た
農
地
法

に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
で
調
査
・
審
査
し
、

最
終
的
に
県
か
ら
許
可
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
土
地
に
家
な
ど
を
建
築
す
る
際

に
は
、
地
目
が
農
地
で
な
い
か
を
十
分
確
認

す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
久
根
市
農
業
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
９
（
直
通
）

年
４
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
る
取
引
で
あ
っ

て
も
、
経
過
措
置
に
よ
り
旧
税
率
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、「
国
税
庁
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
税
務
署
に
備
え
付
け
て
あ
る
、
消
費
税
法

等
の
改
正
内
容
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　

出
水
税
務
署（
自
動
音
声
）

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
２
０
０

鹿児島県の最低賃金

最 低 賃 金 名 称 時間額

地 域 別
最低賃金

鹿 児 島 県 最 低 賃 金 665円

産 業 別
最低賃金

百貨店、総合スーパー 685円

自動車（新車）小売業 735円

電子部品、デバイス、
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業

710円
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インテリアを楽しもう！
「収納場所が少なくて困っている」「部屋のイ
ンテリアを変えたいけど、いいアイデアが浮か
ばない」とお悩みの方はいらっしゃいません
か？
ただ今、カウンター横の特別コーナーでは、
おススメのインテリアと収納に関する本を紹介
しています。この機会にぜひご活用ください。

新刊案内
・『月日の残像』 山田　太一（著）

開先で亡くなった母、早世した
４人の兄、父の晩酌、松竹撮影

所時代、木下恵介・寺山修司・向田
邦子の思い出…。さまざまな記憶や
去っていった人々について練達の文
章で描く。

・『雨の底』 北原　亞似子（著）
たしはまた騙されちまうの？　
性悪男に尽くす気立てのいい

女。その女を見守る男。江戸の恋路
は霧雨の中…。

・『リアスの子』 熊谷　達也（著）
学３年生の担任になった和也。
転入生の希は、何かしら問題を

抱えているようだった。和也は教え
子たちに一役買ってもらおうとする
が…。教師と生徒の「信頼」の大切
さを丹念に描く。

・『まだだよまだだよ』 村上　しいこ（文）
市居　みか　（絵）

たしはおばあちゃんと梅干
しを漬けた。「いつ食べられ

る？」ってきいたら、おばあちゃ
んは「まだだよ、まだだよ」。夏
に土用干しをして、秋がきて、冬
になって、また春がきて…。

図書館へ行こうY 市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

疎 中

わ
わ

◆応募方法
郵送もしくはメールで、お便りをお寄せ
ください。氏名（ペンネーム可）・住所・
電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見
やご要望などをご記入ください。なお、
掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合
や内容を要約する場合もあります。ま
た、他者を特定する情報は削除する場合
もあります。

◆応募先
〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地

｢阿久根市役所総務課

きいてよY阿っくんコーナー」まで
E-mail:info@city.akune.kagoshima.jp
※フリーメールアドレスは不可

☎０９９６－７３－１２０８（直通）

お
便
り

待
っ
て
る
よ
！

松区の新枦です。自分家のボンタンの木の一

つの枝に８個も実がなりました。普通は途中

で落ちてしまうのに、これは珍しいと思ってその

まま育ててみました。現在、孫が通う西目小の子

どもたちにも見てもらおうと、学校の玄関口に

飾ってもらっています。 （新枦 勝三さん（本名））
きなボンタンが一つの枝に８個も実るなんて

すごいですね。２～３個は見たことがありま

すが、こんなに実っているのは、初めてです。ボ

ンタンの木もさぞ重いと思っていたことでしょう。

飛

大

コ
ー
ナ
ー

読者のお便り紹介

きいてよY

鈴なりに８個も実ったボンタンと愛孫の新枦慶也さん
（中央）と一緒に写る、投稿者の新枦勝三さん（左）。

■投稿していただいた方に抽選で
「阿っくん」キーホルダーを
プレゼントします。
※なお、一度当選された方は、抽選対

象から外れますので、ご了承ください。

お
部
屋
ご
と
の
機
能
的
な
収
納
ア

イ
デ
ア
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
、
掃
除
の
コ
ツ

な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
本
を
多
数
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。
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※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

逝
き
て
よ
り
幾
年
な
ら
む
山
茶
花
の

咲
く
花
蔭
に
主
あ
る
じ

を
偲
ぶ 

白
濵
　
ノ
ブ

お
だ
や
か
な
夕
陽
の
海
に
す
べ
り
ゆ
く

白
き
ヨ
ッ
ト
の
帆
柱
た
か
く 

川
畑
　
ス
ミ

子
は
宝
　
親
は
鏡
と
思
ふ
ま
で

歳
月
長
し
穏
し
き
正
月 

飛
松
　
保
子

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
生
か
し
増
す
旨
み

年
末
の
夕
べ
お
で
ん
を
つ
つ
く 
佐
潟
　
俊
子

エ
ン
ジ
ン
を
撫
で
て
祈
り
て
初
船
出 

大
漉
　
克
義

こ
の
村
に
齢
重
ね
て
年
明
く
る 

川
邉
ト
モ
エ

輪
の
一
字
墨
香
ぐ
は
し
く
初
硯 

下
薗
　
佐
津

見
馴
れ
た
る
顔
も
来
て
い
る
初
湯
か
な 

波
留
　
淑
子

寝ね

込く

だ
姑
し
ゅ
と

　
嫁よ
め

は
夜よ

通ど
お

し
　
精せ

一っ

杯ぺ

看み

っ 

内
田
　
辰
丸

襷
た
す
き

乗の

せ
　
精せ

一っ

杯ぺ

継つ
な

ぐ
っ
　
郷く

土に

魂
た
ま
し 

林
田
　
夜
酔

つ
い
に
、
本
市
出
身
の
プ
ロ

ボ
ク
サ
ー
淵
上
誠
選
手
の
復
帰

戦
が
、
３
月
１
日
に
決
ま
り
ま

し
た
。
相
手
は
西
田
光
選
手

（
26

歳
）
で
、
16

戦
９
勝
６
敗

１
分
の
成
績
な
が
ら
、
最
近
は

３
連
勝
２
Ｋ
Ｏ
勝
利
と
、
勢
い

の
あ
る
選
手
で
す
。
こ
れ
に
勝

利
し
た
方
が
、
次
戦
で
王
座
挑

戦
で
き
る
と
あ
っ
て
、
淵
上
選

手
に
は
ぜ
ひ
勝
っ
て
再
び
挑
戦

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

さ
て
、
未
来
の
チ
ャ
ン
プ
候

補
、
阿
中
３
年
の
橋
崎
健
太
さ

ん
と
米
丸
響
さ
ん
も
負
け
て
は

い
ま
せ
ん
。
二
人
は
１
月
26
日

に
行
わ
れ
た
九
州
大
会
で
見
事

優
勝
し
、
３
月
27
日
に
兵
庫
県

芦
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
す
る
そ
う
で
す
。
こ

ち
ら
も
楽
し
み
で
す
。（
寺
園
）

人のうごき
１月31日現在

（　）は前月比

人　口
22,557人
（－37人）

男
10,600人
（－12人）

女
11,957人
（－25人）

世帯数
10,491世帯
（－13世帯）

出 生 11人
死 亡 37人
転 入 38人
転 出 49人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

謹
ん
でお悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

髙
口
　
駿

し
ゅ
ん

太た

　
智
　
臣
（
大
　
尾
）

尾
﨑
　
杏あ

ん

莉り

　
亮
　
太
（
牧
　
内
）

脇
嵜
　
愛ま

菜な

　
友
　
和
（
大
　
尾
）

田
上
　
莉り

奈な

　
智
　
司
（
槝
之
浦
東
）

川
畑
　
美み

來く

　
庄
一
郎
（
　
潟
　
）

前
平
　
莉り

華か

　
清
　
輝
（
牟
　
田
）

川
﨑
　
寧ね

音ね

　
健
　
二
（
上
　
原
）

和
田
　
唯ゆ

い

生な

　
龍
　
典
（
　
潟
　
）

中
村
　
碧

あ
お
い

　
　
　
壯
　
（
牧
　
内
）

尾
﨑
　
真ま

虎こ

　
仁
　
誌
（
大
　
下
）

山
平
　
朝あ

さ

日ひ

　
達
　
葵
（
市
　
外
）

川
崎
　
優ゆ

月づ
き

　
善
　
夫
（
折
口
東
）

中
野
シ
ヅ
子
84
（
高
之
口
）
　
進

橋
崎
　
ナ
ミ
93
（
　
町
　
）
直
　
幸

野
畑
　
茂
　
82
（
大
　
下
）
ヱ
イ
子

柏
木
　
常
夫
93
（
中
屋
敷
）
フ
ミ
子

下
𦚰
　
ユ
キ
95
（
波
　
留
）
長
　
一

中
野
イ
セ
マ
ツ
99
（
田
代
中
）
廣
　
道

中
村
　
卓
　
79
（
　
町
　
）
岡
田
早
苗

小
村
　
イ
ツ
91
（
瀬
之
浦
下
）
友
　
春

加
世
堂
照
子
86
（
市
　
外
）
照
　
幸

川
畑
　
ス
ミ
92
（
新
　
町
）
　
裕

鶴
﨑
　
友
子
80
（
上
　
野
）
七
　
藏

鶴
薗
ツ
ル
ミ
91
（
尻
　
無
）
秀
　
樹

猿
樂
ス
ミ
ヱ
92
（
大
　
丸
）
茂
　
樹

古
川
　
善
三
85
（
上
　
野
）
信
　
幸

深
田
ヨ
シ
ヱ
95
（
筒
　
田
）
義
　
輝

新
町
ア
サ
ヱ
86
（
新
　
町
）
田
之
中
イ
サ
子

馬
見
新
勘
助
93
（
牛
之
浜
）
村
　
市

竹
之
内
ツ
ル
子
93
（
波
　
留
）
滿
　
盛

辻
　
　
初
彥
90
（
瀬
之
浦
下
）
　
誠

尾
上
ア
ヤ
ノ
91
（
飛
　
松
）
松
元
和
榮

辻
　
ツ
ヤ
子
82
（
瀬
之
浦
下
）
二
　
男

花
木
　
ハ
ス
97
（
的
　
場
）
勇
　
人

川
﨑
　
キ
ク
97
（
波
　
留
）
武
　
志

上
村
　
孝
　
85
（
　
栫
　
）
和
　
美

川
畑
　
ツ
ギ
91
（
川
畑
中
）
重
　
美

下
薗
　
ノ
ヨ
93
（
尻
　
無
）
大
田
み
ど
り

濵
﨑
　
ヤ
ヱ
85
（
大
　
丸
）
安
　
晴

迫
田
サ
ヨ
ノ
82
（
弓
木
野
）
　
貢

真
鍋
　
正
　
70
（
上
　
野
）
富
美
子

大
漉
　
林
藏
94
（
大
　
漉
）
タ
ミ
子

牛
ノ
濵
イ
ツ
ヱ
81
（
牛
之
浜
）
清
　
加

湯
田
フ
ク
ミ
89
（
尻
　
無
）
純
　
也

大
野
　
深
　
84
（
桐
野
下
）
文
　
子

松
元
　
三
郎
94
（
遠
　
矢
）
安
　
秀

花
田
　
秋
雄
80
（
川
畑
中
）
ヤ
ツ
子

春
田
カ
ズ
ヱ
82
（
牧
　
内
）
美
代
子

石
原
　
勝
𠮷
72
（
寺
　
山
）
　
裕

川
畑
　
重
美
91
（
東
牧
内
）
セ
ツ
子

神
田
　
ク
ミ
88
（
中
屋
敷
）
則
　
義

　
氏
　
名
　
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

　
氏
　
名
　
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
の
う
た

《
阿
久
根
短
歌
会
》

《
阿
久
根
俳
句
会
》

題　
「
新　

年
」

題　
「
精せ

一っ

杯ぺ

」

《
薩
摩
狂
句　

阿
ん
文
旦
会
》

▲２月４日に市役所を訪れた橋
崎健太さん（右から２人目）、米
丸響さん（左から２人目）、コー
チの内園智雄さん（右端）。
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月は、おもに折多小学校で人形劇や絵
本、紙芝居などの読み聞かせ活動を

行っている『ぐりぐら会』の皆さんです。
子どもたちに本の楽しさを知ってもらおう
と、平成９年に結成しました。会員は、校
区に住む元気なお母さん７名と同校ＰＴＡ
研修部で構成。
登場時のテーマソングとなっている『鬼
のパンツ』の替え歌が流れると、待ってい
ましたとばかりに子どもたちに満面の笑顔
が広がります。
新留みどり校長先生は、「子どもたちは、
ぐりぐら会をいつも楽しみにしており、学
校としても本当にありがたく思っていま
す」と笑顔で話してくださいました。
会員の方に今後のことについて尋ねたと
ころ、「会員がもうちょっと増えれば良い
なとは思いますが、今後もずっと続けてい
きたい」と話してくださいました。

今

◇ぐりぐら会のテーマソング：

「鬼のパンツ」の替え歌。

ぐりぐらー、ぐりぐらー♪

◇ぐりぐら会のレパートリー：

絵本の読み聞かせ、紙芝居、

エプロン（パネル）シアター、

クイズなど

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋

折多小学校の
読み聞かせグループ

『ぐりぐら会』

t
「
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
し
て
く
れ
る
た
び
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
話
す
会
員
の
皆
さ
ん
。

【職種】チーフコンシェルジュ（店舗統括責任者/契約社員）
フロアコンシェルジュ（接客業務・観光案内/パート）

【勤務時間】(契)(P)シフト表による
【休日】週２日(シフト表による)
【賃金】(契)(基)139,500円～150,500円(＋各種手当)

(P)時給750円(6:30～8:00・18:00～21:30　780円)
【保険等】(契)(P)社会保険有り
【資格】高卒以上。土日祝日の勤務が可能な方。

明るく元気に接客していただける方(経験者優遇)

【勤務地】　　　　　 阿久根駅

【締切日】2/28(金) 【試験日】3/5(水)　【採用人数】(契)１名(P)８名程度
【選考方法】書類選考・面接・作文

お電話の後、
下記まで履歴書(写貼)をご郵送下さい。

〒866-0831
熊本県八代市萩原町１-１-１

肥薩おれんじ鉄道 株式会社

採用係 永井・村仲☎0965-32-5678
【その他】制服貸与・マイカー通勤可・交通費(規定内)

オープン前の研修あり(時給700円・交通費なし)

阿久根駅リニューアルに伴い、肥薩おれんじ鉄道が阿久根市より指定管理を受けて行う事業です。
地域に密着した観光や産業の新しい拠点として地元を愛する【お・も・て・な・し】の心を活用してみませんか？

にぎわい交流館【阿久根駅】オープンにつき、スタッフ大募集!!

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
や
弁
当
も
出
来
ま
す

本
の
好
き
な
方
い
っ
ぱ
い
有
り
ま
す

モーニングセット

阿久根市塩鶴町1-89
（店主）岩崎一男

ソフトパン・サラダ・果物・つまみ・たまご棒・有機栽培コーヒー

500円

同じ商品なら他店より安い自信があります。 ぜひ一度ご覧下さい。 

本町通り ℡７２－０８７８ 

カタログ価格より 

玩具センター たなか 

五月人形 ･ 鯉のぼり ･ のぼり旗 五月人形 ･ 鯉のぼり ･ のぼり旗 五月人形･鯉のぼり･のぼり旗 

４ 引 割 


